





Examination of Contaminated Materials in Starch Residue Analysis :
 Focusing on the Kitakogane Shell Mounds in Date City, Hokkaido
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　1970 年代後半から 1980 年代初めにかけての開発に伴う大規模発掘調査や低湿地遺跡の調査が進
展したことによって，日本列島各地における縄文時代の膨大な数の遺跡から植物遺体の出土が報じ
られるようになった［工藤，2012；Noshiro & Sasaki，2014］。1980 年代より以前では，酒詰仲男［1961］
が縄文時代の食料資源を解明するため，縄文時代の 39 遺跡から出土した大型植物遺体 27 種を含む
















































































































　北黄金貝塚は 1948 年に峰山巌により発見されて以来，伊達高校郷土研究部（1950 ～ 1958 年）





















































































7～ 11），供餅形で取っ手に溝があるタイプ（擦石 12 ～ 14）は前期後葉の円筒下層 c・d式期に属















　C地点貝塚は現状で約 1.6 ～ 2.0m の厚みをもつ貝層が確認されたが，表土から約 10 ～ 30cmの
深さまで畑の耕作によって撹乱されており，貝層の上部が破壊されている（図 1：E）。
 ・Ⅰ層：擦石 1・7・8・9，自然礫 2・3・4が出土。黒褐色土。表土・耕作土・撹乱土。
 ・Ⅶ層：擦石 4が出土。黒色土。粒子が細かく，粘性がある。コタマガイ主体の貝層。
 ・Ⅷ c‒2 層：自然礫 1が出土。暗茶褐色土。カキやウニ主体の貝層。
 ・Ⅷ d‒2 層：被熱礫 1・2が出土。暗茶褐色土。カキやウニ主体の貝層。
 ・Ⅷ e‒1 層：被熱礫 3・4が出土。暗茶褐色土。カキ主体の貝層。




 ・盛土Ⅰ：擦石 17 が出土。茶褐色土。
 ・Ⅱ b層：擦石 3・6が出土。暗茶褐色土。
　他の石器や礫は分布調査時のテストピットから出土しており，遺跡の基本層位は以下の通りであ
る（図 1：G）。
 ・Ⅰ層：擦石 2・5・10・12・15・16，石皿 4・5が出土。黒褐色土。表土・耕作土・撹乱土。
・Ⅴ層：擦石 13 が出土。黒色土を基本とし，一部では火山灰と混ざり合う。上部のⅣ層は
1663 年降下の有珠 b火山灰，下部のⅥ層は 1640 年降下の駒ケ岳 d火山灰。
 ・Ⅶ層：石皿 1・2が出土。黒色土。
 ・Ⅷ層：擦石 11・14 が出土。茶褐色土。
・Ⅷ c層：石皿 3が出土。明茶褐色土。粒子が細かく粘性があり，土が非常にしまっている。
3～ 5cm程度の礫や 0.5 ～ 1cm大の黄褐色土粒を多量に含む。
　擦石 18 は C地点貝塚の清掃土から一括して取り上げられたものであり，擦石 19 は遺物包含層
から一括して取り上げられた。
2．分析方法














折率 1.46‒1.48）8µl で封入し，1試料につき 2～ 3 枚作製した。試料を入れないブランクスライド
も毎回作製し，スライドグラスやカバーガラス，スライド封入剤における汚染の有無を確認した。
　次に光学顕微鏡（Olympus BX53‒33Z，簡易偏光装置付）を用いて，接眼レンズを 10 倍，対物














　分析した石器 34 点から合計 17 個の残存デンプン粒を検出した（表 2）。これらのうち 9個は形
や偏光十字の形状を識別することができた。デンプン粒の検出状態については，単独粒（1 粒単独


























図 2：1，図 4：3）。デンプン粒はどちらも磨面から検出したが，擦石 8は表土（I 層）から出土し
たもの，擦石 19 は包含層から出土したが一括で取り上げられたものである。清掃一括で取り上げ
られた擦石 18 の BII（半円形）のデンプン粒（図 4：1）も磨面の確認されない部位から検出した。
表土（Ⅰ層）から出土した擦石 9からはAII が 1 個，BI が 1 個，BII が 2 個と分解したデンプン粒




溝がある擦石 12 からは残存デンプン粒をまったく検出しなかった（表 1，表 2）。
　表土（Ⅰ層）から出土した自然礫 2・3・4 からは残存デンプン粒を検出せず（表 1），いずれの
試料にも植物繊維や細胞の微細な断片を確認できなかった。
　石皿については，残存デンプン粒を検出したものは石皿 1・3・4 である（表 2）。石皿 1からは
CIII を 1 個（図 3：2），石皿 3 からはAIII と CII を各 1 個（図 3：3，4），石皿 4 からはAII を 1






　被熱礫 5点はすべて貝層下部から出土し（表 1），被熱礫 2・3・4・5からは残存デンプン粒をまっ
たく検出しなかった。被熱礫 1においては 1箇所から，加熱によって粒子が膨張し分解が進んだ状
















　擦石から検出したデンプン粒のうち，擦石 18（円筒上層式期）の BII のデンプン粒は半円形で
長径 11.94µm・短径 9.27µm，偏光十字が平坦部から弧状部へ向かってX字状に交差し，形成核は
粒子の中央部に位置する。図 5に示したように，この形態はクリCastanea crenata の範囲に該当






囲 11.1 ～ 22.2µm で形態分類図ではクリの範囲と重なるが（図 5），偏光十字が卍状に交差し，形
成核は粒子の弧状部（端部寄り）に位置するため，擦石 18 のデンプン粒の形態学的特徴とは異なっ




　擦石 9（円筒下層 c 式・d式期）から検出したデンプン粒のうち，四角形で長さ 16.96µm・幅









デンプン粒（図 2：9）は外形と粒径範囲が，円形やいびつな楕円形で粒径範囲 7.3 ～ 18.0µm，最











　石皿 1（縄文時代前期後葉，Ⅶ層出土）の磨面から検出した五角形の CII のデンプン粒（図 3：














































































粒（図 3：2），石皿 3の五角形のデンプン粒（図 3：3），被熱礫 1の分解デンプン粒（図 3：5）である。





　石皿 3も包含層（Ⅷ c層），表土から約 70 ～ 80cm 下の堆積層より出土している（表 1）。この








用によって酵素反応が促進されて糖化が起こる［Braadbaart et al.，2004；Evers & Stevens，1985；
Henry et al.，2009；Maeda et al.，2004；島ほか，2002］。熱によって糊化したデンプン粒はしばし
ば粒子が膨張し，偏光十字の幅が拡大し不明瞭な状態となることが多く，外縁も損傷しているこ
とが多い。そのため，加熱により分解したデンプン粒の由来する植物をたどることは困難である
［Braadbaart et al.，2004；Burrell，2003；Evers & Stevens，1985；Lamb & Loy，2005；渋谷，2007b；
庄田ほか，2011；Weston，2009］。ただし，植物の種類によってデンプン粒が糊化する温度は異なる。






















1），石皿 3の磨面が確認されない部位の大型円形デンプン粒（図 3：4），擦石 18 のクリに由来す




　擦石 8と擦石 19 から検出した分解デンプン粒はそれぞれ磨面から各 1個検出しているが，擦石
8は表土（I層）から出土したもの，擦石 19 は包含層から一括で取り上げられたものである（表 1，
表 3）。そのため，どちらも特定できないものとした。
　清掃一括で取り上げられた擦石 18 のデンプン粒も，磨面の確認されない部位から検出したもの









　コンタミネーションの可能性が高いデンプン粒は，擦石 9の 7 個のデンプン粒すべて（図 2：3
～ 10），石皿 4から検出した，ワラビに由来する可能性のあるデンプン粒（図 4：4）と分解デンプ
ン粒 2個（図 4：5・6）である。







2010b，2010d，2011a，2012；Veth et al.，1997；Yang et al.，2013］でもしばしば報告されており，石
器の分析試料からデンプン粒と珪酸体を検出した場合は植物加工の証拠として提示されることもあ








瞭な溝がある擦石 7・10，同じく円筒下層 c式・d式期の供餅形で取っ手に溝がある擦石 12 から

























































































が大半である。コンタミネーションを避ける方法は提示されていても［Crowther et al.，2014；Loy 























　 Sheahan Bestel，Richard Fullagar，上（岡）奈穂美，工藤雄一郎，林竜馬，細谷葵，上條信彦，



























,  IS ,



























































































































擦石 1 C地点 J380 Ⅰ 静内中野式 断面三角形 IS1 無 0 敲石 1 C地点 J395 西側 Ⅷ f‒1 前期後葉 IS1 無 0
貝塚 （表土） IS2 磨面 0 貝塚 （貝層） IS2 敲打痕 0
IS3 磨面 0 IS3 無 0
IS4 無 0 石皿 1 包含層 L400 Ⅶ 前期後葉 IS1 磨面 0
擦石 2 包含層 H440 Ⅰ 静内中野式 断面三角形 IS1 磨面 0 （包含層） IS2 磨面 1
（表土） IS2 磨面 0 IS3 無 0
IS3 無 0 IS4 無 0
擦石 3 盛土遺構 K460 Ⅱ b 静内中野式 断面三角形 IS1 無 0 石皿 2 包含層 I420 Ⅶ 前期後葉 IS1 磨面 0
（盛土層） IS2 磨面 0 （包含層） IS2 磨面 0
IS3 磨面 0 IS3 無 0
IS4 無 0 IS4 無 0
擦石 4 C地点 J380 Ⅶ 円筒下層 取っ手が IS1 無 0 IS5 無 0
貝塚 （貝層） a式・b式 凹みと溝状 IS2 磨面 0 石皿 3 包含層 L400 Ⅷ c 前期後葉 IS1 磨面 1
IS3 磨面 0 （包含層） IS2 磨面 0
IS4 無 0 IS3 無 1
擦石 5 包含層 H440 Ⅰ 円筒下層 取っ手が IS1 無 0 IS4 無 0
（表土） a式・b式 凹み状 IS2 磨面 0 石皿 4 包含層 J375 Ⅰ 不明 IS1 磨面 1
IS3 磨面 0 （表土） IS2 磨面 2
IS4 無 0 IS3 磨面 0
擦石 6 盛土遺構 K460 Ⅱ b 円筒下層 取っ手が IS1 無 0 IS4 磨面 0
（盛土層） a式・b式 凹み状 IS2 磨面 0 石皿 5 包含層 I420 Ⅰ 不明 IS1 磨面 0
IS3 磨面 0 （表土） IS2 磨面 0
IS4 無 0 IS3 無 0
擦石 7 C地点 J380 Ⅰ 円筒下層 台形で取っ手 IS1 無 0 IS4 磨面 0
貝塚 （表土） c式・d式 が溝状 IS2 磨面 0 IS5 磨面 0
IS3 磨面 0 自然礫 1 C地点 J396 西側 Ⅷ c‒2 前期後葉 IS1 無 0
IS4 無 0 貝塚 （貝層） IS2 無 0
擦石 8 C地点 J394 Ⅰ 円筒下層 台形で取っ手 IS1 無 0 自然礫 2 C地点 J394 14 Ⅰ 不明 IS1 無 0
貝塚 10 ～ 15 （表土） c式・d式 が溝状 IS2 磨面 0 貝塚 （表土） IS2 無 0
IS3 磨面 1 自然礫 3 C地点 J394 14 Ⅰ 不明 IS1 無 0
IS4 無 0 貝塚 （表土） IS2 無 0
擦石 9 C地点 J394 Ⅰ 円筒下層 台形で取っ IS1 無 3 自然礫 4 C地点 J394 14 Ⅰ 不明 IS1 無 0
貝塚 10 ～ 15 （表土） c式・d式 手が溝状 IS2 磨面 2 貝塚 （表土） IS2 無 0
IS3 無 2 被熱礫 1 C地点 J395 西側 Ⅷ d‒2 前期後葉 IS1 無 1
擦石 10 包含層 H400 Ⅰ 円筒下層 台形で取っ手 IS1 無 0 貝塚 （貝層） IS2 無 0
（表土） c式・d式 が溝状 IS2 磨面 0 IS3 無 0
IS3 磨面 0 被熱礫 2 C地点 J395 西側 Ⅷ d‒2 前期後葉 IS1 無 0
IS4 無 0 貝塚 （貝層） IS2 無 0
擦石 11 包含層 H400 Ⅷ 円筒下層 台形で取っ手 IS1 無 0 IS3 無 0
（包含層） c式・d式 が溝状 IS2 磨面 0 被熱礫 3 C地点 J395 西側 Ⅷ e‒1 前期後葉 IS1 無 0
IS3 磨面 0 貝塚 （貝層） IS2 無 0
IS4 0 IS3 0
擦石 12 包含層 H420 Ⅰ 円筒下層 供餅形で IS1 無 0 IS4 無 0
（表土） c式・d式 取っ手が溝状 IS2 磨面 0 被熱礫 4 C地点 J395 西側 Ⅷ e‒1 前期後葉 IS1 無 0
IS3 磨面 0 貝塚 （貝層） IS2 無 0
IS4 磨面 0 IS3 無 0
擦石 13 包含層 I420 Ⅴ 円筒下層 供餅形で IS1 無 0 被熱礫 5 C地点 J395 西側 Ⅷ f‒1 前期後葉 IS1 無 0
（包含層） c式・d式 取っ手が溝状 IS2 磨面 0 貝塚 （貝層） IS2 無 0
IS3 磨面 0 IS3 無 0
IS4 無 0
擦石 14 包含層 H400 Ⅷ 円筒下層 供餅形で IS1 無 0
（包含層） c式・d式 取っ手が溝状 IS2 磨面 0
　　　　 IS3 無 0
擦石 15 包含層 I420 Ⅰ 円筒 溝状の取っ手 IS1 無 0
（表土） 上層式 と礫の自然面 IS2 磨面 0
IS3 磨面 0
IS4 無 0
擦石 16 包含層 H440 Ⅰ 円筒 溝状の取っ手 IS1 無 0
（表土） 上層式 と礫の自然面 IS2 磨面 0
IS3 無 0
擦石 17 盛土遺構 K460 盛土Ⅰ 円筒 溝状の取っ手 IS1 無 0
（盛土層） 上層式 と礫の自然面 IS2 磨面 0
IS3 磨面 0
IS4 無 0
擦石 18 C 地点 J395‒397 清掃一括 円筒 溝状の取っ手 IS1 無 1
貝塚 上層式 と礫の自然面 IS2 磨面 0
IS3 無 0
擦石 19 包含層 H360 一括 円筒 溝状の取っ手 IS1 無 0















四角形 多角形 D 計
AI AII AIII BI BII BIII CI CII CIII
縄文時代前期中葉 擦石 1 0





縄文時代前期後葉 擦石 7 0
（円筒下層 c式・d式） 擦石 8 1 1






縄文時代前期後葉 敲石 1 0
石皿 1 1 1
石皿 2 0
石皿 3 1 1 2
自然礫 1 0





縄文時代中期 擦石 15 0
（円筒上層式） 擦石 16 0
擦石 17 0
擦石 18 1 1
擦石 19 1 1















石器 時期 出土層位 検出部位 デンプン粒の種類 候補となる植物 評価
擦石 8 縄文時代前期後葉 表土（Ⅰ層） IS1 使用痕無 ｘ
IS2 磨面 ｘ
IS3 磨面 〇 分解（図 2：1） 不明 B
IS4 使用痕無 ｘ
擦石 9 縄文時代前期後葉 表土（Ⅰ層） IS1 使用痕無 〇 隅丸方形（図 2：3） 不明 C
〇 四角形（図 2：5） サンカヨウ属？イヌビエ属？ C
〇 分解（図 2：6） 不明 C
IS2 磨面 〇 四角形（図 2：7） コナラ属？ C
〇 分解（図 2：8） 不明 C
IS3 使用痕無 〇 楕円形（図 2：9） ワラビ？ C
〇 分解（図 2：10） 不明 C
石皿 1 縄文時代前期後葉 包含層（Ⅶ層） IS1 磨面 ｘ
IS2 磨面 〇 五角形（図 3：2） クルミ属？ A
IS3 使用痕無 ｘ
IS4 使用痕無 ｘ
石皿 3 縄文時代前期後葉 包含層 IS1 磨面 〇 五角形（図 3：3） クルミ属？ A
（Ⅷ c層） IS2 磨面 ｘ
IS3 使用痕無 〇 大型円形（図 3：4） 不明 B
IS4 使用痕無 ｘ
被熱礫 1 縄文時代前期後葉 貝層 IS1 使用痕無 〇 分解（図 3：5） 不明 A
（Ⅷ d‒2 層） IS2 使用痕無 ｘ
IS3 使用痕無 ｘ
擦石 18 縄文時代中期 清掃一括 IS1 使用痕無 〇 半円形（図 4：1） クリ？ B
IS2 磨面 ｘ
IS3 使用痕無 ｘ
擦石 19 縄文時代中期 包含層一括 IS1 使用痕無 ｘ
IS2 磨面 ｘ
IS3 磨面 〇 分解（図 4：3） 不明 B
IS4 使用痕無 ｘ
石皿 4 時期不明 表土（Ⅰ層） IS1 磨面 〇 円形（図 4：4） ワラビ？ C
IS2 磨面 〇 分解（図 4：5） 不明 C
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